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今
年
は
年
明
け
か
ら
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異
株
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
が
蔓
延
し
、

秋
田
市
に
お
き
ま
し
て
も
一
時
は
大
変
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
一
月
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
成
年
後
見
制
度
セ
ミ
ナ
ー
が
中
止
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
た
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
早
い
終
息
を
願
う
ば
か

り
で
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

  

さ
て
、
令
和
元
年
度
の
秋
田
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
（
以
下
市
育
成
会
）

の
定
例
総
会
で
会
員
の
総
意
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
、
念
願
の
市
育

成
会
の「
一
般
社
団
法
人
秋
田
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
へ
の
移
行
が
、
い
よ

い
よ
今
年
の
春
に
実
現
い
た
し
ま
す
。

  

市
育
成
会
の
法
人
化
後
の
展
望
は
以
下
の
通
り
で
す
。

① 

市
育
成
会
は
成
年
後
見
事
業
な
ど
、
様
々
な
福
祉
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
会
員
ご
一
家
の
生
活
と
人
生
を
守
る
た
め
、
市
育
成
会
で
は
様
々

な
事
業
を
、
行
政
や
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

② 

市
育
成
会
の
運
営
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
市
育
成
会
が
法
人

格
を
有
す
る
こ
と
で
、
会
の
運
営
責
任
の
所
在
が
明
確
に
な
る
と
共
に
、
よ

り
公
正
な
財
務
管
理
体
制
に
な
り
ま
す
。

③ 

秋
田
市
育
成
会
の
社
会
的
発
信
力
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

法
人
に
な
り
ま
す
と
社
会
的
信
用
が
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
行
政
そ
の
他
へ

の
発
言
力
が
増
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
企
業
や
個
人
の
方
々
が
当
会
に
寄
付

あ
る
い
は
助
成
を
し
て
下
さ
る
場
合
、
法
人
格
を
有
し
て
お
り
ま
す
と
税
制

上
で
控
除
対
象
に
な
る
た
め
寄
付
を
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

   

我
々
、
市
育
成
会
執
行
部
は
、
今
ま
で
以
上
に
、
会
員
の
方
々
に
市
育
成

会
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
、
会
に
入
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な「
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

   

ま
た
、
法
人
化
後
は
育
成
会
会
員
は
呼
称
は「
会
員
」
の
ま
ま
で
す
が
、
法

律
上
は「
社
団
法
人
の
構
成
員
」と
い
う
意
味
で「
社
員
」と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
情
で
、
手
続
き
上
、
現
会
員
の
皆
様
全
員
に
、「
一

般
社
団
法
人
秋
田
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会 

入
会
申
し
込
み
書
」を
お
送
り

い
た
し
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
記
入
い
た
だ
き
、
同
封
の
封
筒
に
て
ご
返
送
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
法
人
化
後
も
会
費
等
の
増
額
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
し
、
会
員
個
々
人

に
特
に
ご
面
倒
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
本
会
報

の
五
ペ
ー
ジ
目
に「
法
人
設
立
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
の
で
合

わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 

今
年
五
月
二
十
九
日
（
於

：
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館　

 

階
大
会
議
室
）

に
お
い
て
秋
田
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
総
会
お
よ
び
一
般
社
団
法
人
秋
田

市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
設
立
総
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
、「
一
般
社
団
法
人
」と
い
う
冠
を
付
け
た
新
し
い
市
育
成

会
へ
の
移
行
に
あ
た
り
ま
し
て
、
何
卒
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

そ
し
て「
一
般
社
団
法
人
秋
田
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
の
こ
れ
か

ら
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
と
有
難
く
存
じ
ま
す
。

今
春
、
秋
田
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
が

                            

「
一
般
社
団
法
人
」
に
な
り
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

会
長　
　

小　

林　
　
　

顕
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（令和３年７月１８日）

高橋和起さんのご自宅の

アジサイ園訪問記

　

秋
田
市
雄
和
の
林
間
の
見
事
な
ア
ジ
サ
イ
園
を
訪
問
す
る
。
高
橋
さ
ん

が
自
ら
造
園
。
素
晴
ら
し
い
紫
陽
花
の
花
々
山
の
上
ま
で
続
い
て
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
猛
暑
で
し
た
が
林
間
は
涼
し
く
快
適
で
し
た
。
小
生
は
「
布
袋

さ
ん
」
の
よ
う
に
周
遊
す
る
。
ウ
コ
ク
ケ
イ
も
お
り
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

高
橋
氏
は
元
陶
芸
家
で
登
り
窯
で
作
陶
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
陶
芸
作
品
で
の
晩
酌
、
お
酒
が
進
み
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

｟
小
林 

顕 

記
｠

　

育
成
会
恒
例
行
事
の
一
つ
「
リ
ン
ゴ
狩
り
」

を
今
年
度
は
、「
リ
ン
ゴ
袋
詰
め
プ
レ
ゼ
ン
ト

会
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

外
で
の
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
会
員
同

士
久
々
に
顔
を
合
わ
せ
、
会
話
を
交
わ
し
、

笑
顔
も
多
く
見
ら
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
会
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
大
勢
の
方
々
の
お
手
伝
い

い
た
だ
き
、
無
時
事
前
予
約
分
を
配
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
リ
ン
ゴ
狩
り
を
始
め
会
員
同

士
で
交
流
も
取
れ
る
充
実
し
た
会
を
実
施
で

き
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｟
土
井 

涼
子 

記
｠

リ
ン
ゴ
プ
レ
ゼ
ン
ト
会

・
今
後
の
育
成
会
に
期
待
す
る
こ
と
は
、
親
が
い
な
く
て
も
（
い
な
く
な
っ
て

も
）
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備
。（
Ｈ
さ
ん
）

・
年
齢
の
幅
が
あ
り
す
ぎ
る
の
で
年
齢
別
の
集
ま
り
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

親
と
し
て
の
体
験
会
を
開
催
し
て
も
ら
い
た
い
。
息
子
は　

歳
に
な
り
親
な
き

後
の
こ
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
個
々
の
ケ
ー
ス
で
違
う
の
で
秋
田
で
障
が
い

者
施
設
を
た
く
さ
ん
紹
介
し
て
ほ
し
い
（
Ｓ
さ
ん
）

・
各
障
害
を
持
つ
方
々
の
秋
田
の
モ
デ
ル
（
事
例
）
を
紹
介
で
き
る
サ
イ
ト
の

開
設
の
検
討
・
・
育
成
会
会
員
の
み
入
れ
る
。（
無
記
名
）

・
コ
ロ
ナ
が
終
わ
っ
た
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
バ
ザ
ー
を
や
っ
て
み
た
い
で

す
。
会
員
同
士
の
交
流
会
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。（
Ｋ
さ
ん
）

・
シ
ン
グ
ル
か
パ
ー
ト
ナ
ー
の
病
気
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
の
サ
ポ
ー
ト
！

若
い
会
員
集
め
！
（
Ｔ
さ
ん
）

・
コ
ロ
ナ
が
終
わ
っ
た
ら
Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど
外
の
イ
ベ
ン
ト
。（
Ｈ
さ
ん
）

・
コ
ロ
ナ
が
終
わ
っ
た
ら
顔
合
わ
せ
の
た
め
の
昼
食
会
な
ど
を
開
い
て
ほ
し
い
。

（
Ｏ
さ
ん
）

・
緊
急
時
な
ど
の
日
中
預
か
り
の
宿
泊
の
施
設
の
増
設
。（
Ｈ
さ
ん
）

・
若
い
会
員
の
活
躍
と
発
展
に
期
待
し
ま
す
。（
Ｉ
さ
ん
）

・
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
も
り
お
か
を
参
考
に
秋
田
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
で
も

ぜ
ひ
成
年
後
見
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。（
Ｙ
さ
ん
）

・
施
設
に
子
供
を
通
わ
せ
る
保
護
者
は
市
育
成
会
会
員
と
な
る
よ
う
施
設
長
と

話
し
合
う
と
か
し
て
会
員
を
増
や
し
、
市
議
・
県
議
を
保
護
者
か
ら
当
選
さ
せ

ら
れ
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
で
す
（
育
成
会
に
期
待
す
る
）。

（
Ｙ
さ
ん
）

・
成
年
後
見
制
度
を
育
成
会
で
や
っ
て
ほ
し
い
。（
無
記
名
希
望
）

・
市
や
県
な
ど
に
対
し
て
比
較
的
軽
度
な
障
が
い
者
の
自
立
が
で
き
る
よ
う
に

借
家
（
ア
パ
ー
ト
な
ど
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
増
設
を
依
頼
し
て
ほ
し
い
。

（
無
記
名
希
望
）

・「
親
な
き
あ
と
対
策
」
に
不
安
あ
り
・
・
解
消
し
た
い
！　
（
Ｋ
さ
ん
）　

・
勉
強
会
に
お
け
る
情
報
交
換
及
び
福
祉
制
度
の
情
報
伝
達
を
お
願
い
し
ま

す
（
Ｔ
さ
ん
）

54

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
各
事
業
所
の
紹
介
と
現
在
の
実
状

を
教
え
て
ほ
し
い
。
成
年
後
見
制
度
の
利
用
支
援
事
業
と
身
寄
り
が
な
い
人

の
相
談
や
相
談
先
の
紹
介
等
（
Ｉ
さ
ん
）

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

昨
年
七
月
に
送
付
、
回
収
し

た
ハ
ガ
キ
の
中
か
ら
ご
紹
介

し
ま
す
。

ス
ナ
ッ
プ
写
真
よ
り

コ
ロ
ナ
禍
で
計
画
し
て
い
た

事
業
が
次
々
中
止
と
な
る
中
、

わ
ず
か
な
前
進
も
あ
り
ま
し
た
。

執
行
部
と
し
て
は
、
ど
の
ご
要
望
も
、
育
成
会
の
課
題
と
し
て
少
し
ず
つ

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

｟
令
和　

年　

月　

日
｠

３

11

３
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啓発キャラバン隊

こまちほ～ぷ隊 いよいよ始動！　　　　　　　　　　　　　 （本田 由香 記）

　2019 年の「花笠ほーぷ隊」のワークショップで、障がい者理解
にこんなアプローチの仕方があるんだ！と感動した平野正子さん。
それ以来、秋田市の育成会でもいつかできないか・・・という想
いをずっと抱いていたそう。昨年 10 月 12 日 に啓発キャラバン隊
相談会があり、役員を始め平野さんもこちらの Zoom ミーティン
グに参加。北海道東北地区の事例などを聞くうちに、どんんどん
頭の中でカタチになっていきます。

　10 月 17 日、結成ミーティング、有志 3 人でネーミング、活動
チラシやキャラクターなどについて話し合いました。こちらは、
制作物を得意とする本田が担当、補助金もあると聞き早速書類を
作成、申請し無事採択、「啓発キャラバン隊スタート事業」として、
活動を開始することになりました。  
　事業を遂行するにあたり、必要な機材なども購入、実際の出前
講座を想定し、12 月に IDOBATA カフェで練習を兼ねて行うこと
にしました。やはりやってみると、たくさんの改善点が浮かび上
がり、また、すぐに必要となる資料などを各々用意して、ブラッ
シュアップしていきます・・・

夢
中
に
な
り
す
ぎ
て
、
会
議
や

講
座
ら
し
い
写
真
を
ひ
と
つ
も

撮
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、

反
省
（
泣
）

啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
相
談
会
の
様
子
。

札
幌
、
山
形
の
皆
さ
ん
の
ノ
リ
の
良

さ
に
圧
倒
さ
れ
る
、
控
え
め
な
秋
田

の
育
成
会
会
員
（
笑
）

私はお米でアール。
名前はまだない。

こまちほ～ぷ隊のマスコッ
トキャラクター。

入隊希望の方には Tシャツをプレゼント。
活動時に着用します。

　皆様には年末年始も返上して創り上げた、知的障がい者の疑似
体験啓発セミナーのネタを少しお見せします。
　今はコロナ禍で、人が集まることも難しい時期ではありますが、
これからたくさんの人に、知的障がい者の特性や対応についての
理解を深めていただけるよう活動して参りますので、応援よろし
くお願いいたします！

　
　以下、啓発セミナー台本より・・・

　『特定の感覚刺激に苦痛、快楽を感じすぎることがあります。
例えば、強い刺激を感じる匂いや味、光、音があり、特定の物以
　　　　　　　　　　　　　　　　　外食べられない、匂い、音、
　　　　　　　　　　　　　　　　　光が強く店内に入られない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　特定のトイレしか使えない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　反対に誰の匂いでも嗅いで
　　　　　　　　　　　　　　　　　しまうなど。

　注意が持続しにくく、気
が散りやすいことがありま
す。例えば、見えたもの、
聞こえたものが気になりす
ぎて、活動が止まってしま
うなど。
　応用が苦手、柔軟性が乏しい。例えば、部屋でできていた掃除
が廊下ではできなくなる。関わる人が変わると、コミュニケーショ
ンが取れなくなる。教えられたことはできるが、場面、状況が変わ
るとどうすればよいか分からなくなるなど。
 特定の物へのこだわりが強すぎることがあります。例えば、毎日
同じ服を着たがる。ビデオやコマーシャルなど同じ場面を繰り返
し見る。物を元の位置に直さないと気になって眠ることもままな
らない。自分も他人も絶対にマスクを付けることを許さないなど。
　

　
　
　
人に対する関心が乏しく、孤立しやすいことがあります。例え
ば、物への関心は強いが相手の状況、気持ち、自分の発する言動
で相手がどう感じているかを想像しづらい、ということもありま
す。
　 時間の概念や始まり、終わりを理解しにくいことがあります。
例えば、いつまで経っても手洗い、掃き掃除をやめられない。
待ってと言われてもすぐにその場から居なくなる。次に何をすれ
ばよいか分からず、指示待ちになるなどもあります。』
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～
令
和
２
年
度
新
成
人
の
皆
さ
ん
～

平野　航太郎さん
サンハウスで仕事しています。

将来、 有名人になりたいです。

滝本　隆明さん　
（スクールファーム河辺）

将来は声優になりたいです。

大高 美月さん
南秋つくし苑に通所しています。

これからもつくし苑でお仕事を

続けたいです。

髙橋 真一郎さん
秋田大学の図書館に勤務して

います。 これからも図書館の

お仕事を続けたいです。

長谷川　遥己さん
これからも二田つくし苑でお仕

事を続けたいです。

嶋田　朋華さん
これからもアキタネットでお仕

事を続けたいです。

～
令
和
３
年
度
新
成
人
の
皆
さ
ん
～

成人おめでとう 　

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
成
人
の
つ
ど
い
が
中
止
に

な
る
中
、
本
育
成
会
の
お
祝
い
の
会
も
残
念
な
が
ら
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

  

さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
記
念
品
を
お
届
け
し
な
が
ら
皆
さ
ん
の

将
来
の
夢
を
お
伺
い
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
去
る
一
月
九
日(

日)

に
成
人
の
つ
ど
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
、
各
種
感
染
対
策
の
ほ
か
、
地
域

(

卒
業
中
学
校
）
ご
と
に
、
午
前
の
部
と
午
後
の
部
に
分
か
れ
、

支
援
学
校
の
卒
業
生
は
四
名
の
み
の
参
加
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

保
護
者
の
見
学
も
な
か
っ
た
の
で
、
参
加
を
遠
慮
さ
れ
た
方
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
事
情
を
説
明
し
て
付
き
添
っ
て
入
場
で
き
た

よ
う
で
す
。
主
催
の
秋
田
市
に
は
、
支
援
学
校
卒
業
生
の
成
人

の
皆
さ
ん
へ
、
事
前
に
違
っ
た
配
慮
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
・
・
・

平川　美沙岐さん　
サンハウスで働いています。 コロナが落

ち着いたら東京ディズニーランドに行きた

いです！

徳政　景太さん　
あいおいニッセイ同和損保保険会社に

勤めています。 毎日忙しいけれどがん

ばっています。 コロナが収まったら旅行

に行きたいです。

ご自宅にて、記念品としてお渡
しした自作のぐい飲みを語る
高橋和起さん。近藤副会長と。

※ご本人のお写真がありません
　ので声優さんのイメージです。

令和 3 年度成人の平川さん。同級生と。
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令和 4 年度の主な活動予定

● 障がい者福祉の向上を図るための事業・・・重症心身障がい者と強度行動障がいのある方の入院施設の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 設置要望、秋田市障がい福祉課との情報交換会

● 相談支援事業・・・相談支援ネットワークの構築、権利擁護の進展

● 研修事業・・・会員参加の講座の実施、先進施設視察、何でも語ろう会（状況が厳しい場合リモートも検討）、

　　　　　　　　 知的障がい者のための障がい者年金セミナー

　　　　　　　　 成年後見制度セミナー～成年後見センターもりおかの取り組み（今年度中止になった事業の再実施）

● 障がい者啓発事業・・・こまちほ～ぷ隊の活動支援

● 会報発行・・・年 2回の「きずな」の発行

● 第 62 回手をつなぐ育成会秋田県大会（秋田県手をつなぐ育成会において調整中）

● 第 61 回手をつなぐ育成会東北ブロック大会（令和 4年 9月 10、11 日　仙台市）

● 第 7回手をつなぐ育成会全国大会（令和 4年 11 月 20 日 福井市）

● その他、リンゴ狩り、新年会（成人を祝う会）、会員の福祉享受の可能な事業への参加

一般社団法人 「秋田市手をつなぐ育成会」 設立スケジュール

時　期　　　　  主　な　内　容

第一回運営委員会開催（今までの評議委員会の名称を改め、運営委員会となります）

1 月末 会の約款について具体的に検討、素案作成

2月末～ 3月 公証人役場にて定款を認証

　4月 法務局に登記申請

～ 4月末 会員において新たに入会申込書を受理

4月 23 日 ( 土 )

　現会員は一般社団法人設立後、自動的に

会員としての利益を享受でき、立場として

もこれまで通りです。

　法人化にあたり、新たに

入会申込書の記載と提出を

お願いし、名簿整備に務め

ます。

（締め切りまでにご協力お願いします）

評議委員会開催 (10:30 ～ 秋田県社会福祉会館身障センター 3階会議室 AB）

・・・直接会場にお越しいただくか、オンライン (Zoom) で参加することも可能です。

　　 会場や接続方法については、4月中旬までにあらためてご案内いたします。

5 月 29 日 ( 日 ) 秋田市手をつなぐ育成会総会

　および 一般社団法人秋田市手をつなぐ育成会総会開催

6月下旬
～ 7月上旬 ・・・会の目的に掲げた内容を確認、それぞれの目的に沿った事業内容を確認し、

役割分担をしていきます。

　　　　　　(14:00 ～ 秋田県社会福祉会館 10 階大会議室）



令和 4 年度 秋田市手をつなぐ育成会総会

および 一般社団法人秋田市手をつなぐ育成会

　　　         設立総会のご案内

秋田市手をつなぐ育成会

Facebook ページの閲覧は、

で検索！

編集後記
　

今
年
度
も
ま
た
、皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
新
型
ウ
ィ

ル
ス
が
変
異
を
し
て
猛
威
を
奮
い
、生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
妨
げ
と
な
っ
た
年
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

計
画
し
て
い
た
事
業
も
中
止
に
な
る
中
、念
願
の

知
的
障
が
い
者
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
「
こ
ま
ち
ほ
～

ぷ
隊
」が
誕
生
し
た
こ
と
は
、我
が
育
成
会
に
と
っ
て

飛
躍
的
な
出
来
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、長
年
、

あ
あ
だ
っ
た
ら
、
こ
う
だ
っ
た
ら
・
・
・
と
な
か
な
か

話
の
進
ま
な
い
評
議
委
員
会
で
し
た
が
、今
回
の
一
般

社
団
法
人
化
で
新
た
に
「
運
営
委
員
会
」と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。今
ま
で
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
方
も
、ま
た
、新
た
に
会
員
に
な
っ
て
何

か
協
力
し
て
い
こ
う
、と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
、今
一

度
文
字
通
り
「
手
を
つ
な
ぐ
」
こ
と
で
知
的
障
が
い
者

の
親
と
し
て
、兄
弟
姉
妹
と
し
て
、関
わ
り
を
持
つ
者

と
し
て
確
固
た
る
礎
を
築
い
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
絆
に
相
応
し
い
、会
報

「
き
ず
な
」
を
発
行
で
き
る
の
を
ま
た
楽
し
み
に
し
て

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　

最
後
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
て

　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
広
報
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

　

事務局より

　　メールアドレスの登録のお願い

前号の「きずな」でもお願いしておりました、会員の皆

様へのメールアドレス登録を通年に渡り受付しており

ます。これまでの郵送による通知、資料配布をメールで

対応し、可能な限りの経費削減とそれによる会費の有効

利用を目指しますので、何卒ご協力のほどお願いいたし

ます。（普及率 100％を目指していますが、今のところ

１割ほどです）

　　　akitaikusei＠gmail.com

→ 件名「メール配信希望」本文「会員氏名、連絡先電話番

号、所属（学校や利用施設）を送信いただくと完了です。

メール設定で受信許可してください。1週間経っても返

信メールがない場合、大変お手数ですが事務局の本田

（090-2559-4811）まで連絡ください。何でも語ろう会な

どの小規模イベントのご案内、県育成会や秋田市・県

の障がい福祉情報などはメールからいたします。

　また、一般社団法人として入会申込書を再提出して

いただく際に、メールアドレスをご記入いただきます

と、自動的に登録となります。

　メールフォームからのお申込みも同様に自動的に

登録となります。

　　秋田市基幹相談支援センターの

　　　　　　　　利用について

　前号に引き続き、再掲載となります。

秋田市障がい福祉課内に「秋田市基幹相談支援セン

ター」が開設されました。社会福祉士または精神保

健福祉士の資格を持った職員が障がいなどに関す

る総合相談、専門相談、権利擁護および虐待防止な

どのさまざまな相談を受け付けております。

どうぞご利用ください。　　　　

　　　　　　　　（直通専用電話：018-888-5682）

6

日時　5月 29 日 ( 日 )　14 時～

会場　秋田県社会福祉会館 10 階大会議室

　　　　 事業報告、会計報告、その他

※ 13 時半開場となります。

　 案内につきましては 5月上旬に発送予定ですので

　 ご確認くださいますようお願いいたします。


